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神戸の春 到来 2017  早春から春へ 2017.4.4.  

 神戸の春到来 2017  早春から待ちかねた春へ  

神戸のCountry Walkから 変化してゆく春を追いかけました2017 by Mutsu 

    

早春から春爛漫へ 神戸の春到来 Nakanishi  

● 芽吹きを迎え刻々変化する近郊の里山の春景色 

● 陽光に輝く須磨の浦 名産の須磨海苔の摘み取り作業 

● 須磨離宮の梅  菜の花と水仙が一緒に 

● ジャズが流れ、春到来に華やぐ神戸の街歩き ほか 

   

   

  

中西睦夫
スタンプ



白川の里 石抱きカヤの前から里山の谷筋の中を北の藍那へ 古道白川・藍那道(徳川道)が続く。 

里山が開発され市街化してしまっ

た周辺で、この藍那への古道が伸

びる尾根筋は美しい雑木林と里山

の景観を残し、藍那里山公園とし

て整備保全されている。 

徳川道は江戸時代の街道だった西

国街道（山陽道）の迂回路として、

幕末に急遽建設された幻の街道で、

神戸の石屋川から六甲山に入り、

明石の大蔵谷までの約34km。 

完成は1867年12月。翌1868

年は明治元年で、使用されること

もほとんどないまま、 歴史に消え

てしまった。 その昔のままの痕

跡が今もこの西神戸の白川峠下の

白川の集落の中に残っている。 

白川峠を北に下る坂の途中 白川集落への入口に

良くわからぬ県道16・県道22の街道標識が上

下に掲げられているが、これもその一つ。 

内容はわかるのですが、土地勘がない人には ち

んぷんかんぷん。 

ずっと不思議に思ってきた標識である。 

県道16号は左側から白川峠にかかるこの白川の

集落の入口で、奥へ折れて白川の集落に入り、細

い生活道路となって石抱きカヤの巨樹のところで

ストップしてしまう。藍那のしあわせの村入口までが未開通で、 

しあわせの村からまた 県道16号となって、北の小部峠へ。  



また、白川峠を越えて神戸三木線(県道２２号線)が走り抜ける。 

左手から県道２２号と併用で坂道を登ってきた徳川道・県道１６号がここで北の村の中へ折れ曲がるややこしい標識な

のである。そして 徳川道は左側の布施畑から集落に入り、集落の中を 石抱きカヤの巨樹から北へ里山の尾根筋を藍

那・しあわせの村から小部峠へと抜けてゆく。 この街道標識は神戸の裏街道同士をつなぐここが古くからの交通の要

衝の象徴か・・・・・ 

 

 



 

  

  



 

  

  

 



 

 
 



 

 


